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販売士が推す「エネルギッシュ・タウン―私の街―」 

平成１３年度審査レポート 

 

                                      東京販売士協会 

１．はじめに 

 日常生活を取り巻く経済･社会環境は今、新しい時代のうねりの中で大きな転換期を迎えている。

地域商業集積である商店街も、消費者に対する商品サービスの安定供給という基本機能に加え、

暮らしやすい生活環境づくり、地域振興と街づくりの核として果たすべき役割はこれまで以上に

大きくなっている。 

 低迷が続く景況下にあっても、街の生活インフラとして地道にその機能を高める努力が払われ、

「光る何か」を感じさせるエネルギッシュな商店街活動があり得るのではないかとの問題意識か

ら、流通分野における唯一の公的資格である販売士の実務経験と専門知識を活用し、その視点か

ら本事業への取り組みが始まった。本年はその 2 回目に当たる。 

 こうした活動によって、各地商店街相互に肩のこらない交流を促し、それぞれ切磋琢磨できる

環境づくりに一石を投じることになるかもしれないし、同時に、新世紀においてより望まれる商

店街像を関係者がともに模索するためのヒントにもなり得る、というのが当協会の念願でもある。 

 

２．商店街評価項目 

地域の持ち味を活かした地道な活動の中にも、「何か光る特徴を持ち、新しい時代のニーズに応

えている活気溢れた商店街のイメージ」を次のような観点から描けるものとした。なお、本年度

は、商店街本来の特徴をできるだけ評価に折りこめるよう、ソフト面を中心に評価項目の調整を

行った。次年度もさらに改善を図る予定である。 

（１） ハード面 

①快適性、②文化性、③集客性、④安息性、⑤創造革新性、⑥独自性                             

（２）ソフト面 

①地域性、②情報性、③利便性、④人間性、⑤行動性、⑥未来性         

（３）個店の活性化  

①コミュニティ性、②専門性、③訴求性、④創造性、⑤ハイレベル性、⑥現代性             

（４）定量分析項目 

①近３年間の商圏内人口推移、②歩行者・自転車の交通量、③年間販売高〈昨年対比〉 

④空き店舗比率、⑤各種イベント開催、⑥地域文化ヘの貢献（祭り，催事）          

（５）定性分析項目 

①環境問題への取組み、②ホームページ・Ｅメール活用、③郊外大型店対策、 

④顧客固定化のシステム、⑤高齢者対策バリアフリー対策、⑥高齢者ソフト〈優待カード、

秤売り，小分け販売の個店対応など〉         

                                                              

これら３０項目の着眼点中、「大変優れている」は２点、「良い」は１点、「普通」は０点の評価点を、

また定量分析項目と定性分析項目にも同様の評価点を設定し、すべての評価項目で「大変優れてい

る」という判断ができる理想的な商店街イメージの合計評価点を６０ポイントとしたチェック・シー

トを作成して商店街の取材に臨んだ。 
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３．商店街取材から一次審査まで 

 販売士が日常生活の中で遭遇したり、見聞したりしている東京２３区の商店街の活動状況を改

めて取材した。地道な努力を惜しむことなくその機能を高めている商店街を強く意識しつつ、本

年４月～６月にかけ主として商店街振興組合理事長など責任者にインタビューし、実情の説明を

受け、商店街状況を確認する作業を行った。その結果、都内３４商店街の評価点、強調点、特異

性についてチェック・シートをまとめることができた。 

 一次審査では、これらチェック・シートにまとめられた評価点、強調点、特異性、特記事項を

参考に取材役員の間で議論が行われ、「街の生活インフラとして地道にその機能を高める努力が

払われ、光る何かを感じさせる商店街活動」にスポットを当てることにより、次の１０商店街を

第二次審査（当初商店街取材を担当した東京販売士協会役員が、それぞれ別の商店街を相互に実

地調査する）の対象に絞り込んだ。 

第一次審査で選考された１０商店街 

・青物横丁商店街振興組合 （品川区）  ・上野中通商店街振興組合   （台東区） 

・神楽坂商店街振興組合  （新宿区）  ・砂町銀座商店街振興組合   （江東区） 

・中板橋商店街振興組合  （板橋区）  ・人形町商店街協同組合    （中央区） 

・広尾商店街振興組合   （渋谷区）  ・べるぽーと汐入商店街振興組合（荒川区） 

・向島橘銀座商店街協同組合（墨田区）  ・四谷荒木車力門会      （新宿区） 

 

４．第二次審査 

 第二次審査は、当初取材を行った東京販売士協会役員が、それぞれ別の商店街を相互に実地調

査し、チェック・シート項目に新たな視点も加味することにより評価点、強調点、特異性等の他、

審査担当役員が把握できた特記事項をまとめ、報告会を開いて内容の相互確認と議論を行った。 

 勢い、一次審査で提出されたチェック・シートと、二次審査で記述されている内容とに評価の微妙

な差異が浮き彫りとなることもあり、審査担当役員同士でそれぞれが記入した強調点、特異性等につ

いて熱のこもった議論が展開された。ちなみに、これまで何らかの形でメディアに紹介されたことの

ある商店街は、チェック・シートに記された評価ポイントでも確かに高く、強調点、特異性等に関す

る記述についても関係審査役員の判断を最後まで決めかねさせるに十分な要素を持っていた。また、

この段階での絞込みに当たっては、該当商店街の近隣に在住している、あるいは職場を持っているな

ど、本協会会員販売士各位の生活実感を踏まえた積極的な推薦をいただいた。これら意見等は、次の

ステップである最終選考時にも再度参考とさせていただいた。 

 

５．最終選考結果  

 この事業の趣旨である「地道ながらも着実に街の機能を高める努力が払われている商店街活動にお

ける光る何か」とは、ありふれたことでも愚直に、誠実に独自の活動を続けることが当該地域で共感

され、他者に同様の取り組みを誘発する動機付けとなるようなこと、と定義できるものとして最終的

な絞込みを行った。 

 したがって、選考された次の３商店街は、マスメディアにおけるいわゆる露出度が突出して高く、

活動内容が特に充実している商店街とは異なる。あくまでも「厳しい条件の中で独自の持ち味を大切

にしつつ意欲的に活動に取り組み、本年度その成果が顕著に現れている商店街」を対象とした。他商

店街と同じような取り組みであっても、ここならではの工夫が次の点でより高く評価されたこと

による。 
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（１） 競争と協調：近隣商店街を意識し差別化戦略を打つ一方、近隣商店街や大型商業集

積との連携を模索し、協調して顧客にアプローチする姿勢が見られる 

（２） 地元への執着：高齢化社会を意識したキメの細かい宅配サービスシステムの展開、

さらに歴史の重みを感じさせる商品・価格構成、イベントの実施などが見られる 

（３） 若い力の活用：産学協同ともいえる協力関係を構築し、想像性・革新性を発揮する

一方、次世代を担う青年部の育成・活動基盤の確立など、今後の発展への躍動が強

く感じられる 

（４） 卓越したリーダーシップ：組織の団結が保たれ、現状の客観認識を通じて当該商店

街の位置付けが把握され、ビジョン（理念と目標の統合）をもって強いリーダーシ

ップを発揮している 

（５） 自己研鑚への意欲：若者の活用とともに、これら商店街では資格試験等にも極めて

積極的な態度を持ち、現状に満足することなく次代を見据えて積極的な手を打って

いる   

 

これら商店街で見られた成果は、今後の商店街活動を展望する上で参考になるものが多いと思

われる。ただ、第二次審査の対象となった他の７商店街はもとより、第一次審査の対象となった

商店街であっても、独自の工夫で効果を発揮している事例はあった。むしろ、今回受賞対象とな

らなかった知名度の高い優れた商店街が数多くあった。これら商店街については、今後のさらな

る飛躍へ向けた努力が期待できるものとの声が強かったことを付言しておく。 

 また、総じて言えることは、大規模な商店街では本部機能が強化されて総合的な施策をシステ

ム的に連動させ、「リーダー主導による展開」がなされている。これに対し、小規模な商店街では

地域住民に親しまれ、これまで培われた信用基盤を守りながら、これからの生活ニーズに対し、

ここならではの持ち味をハッキリと打ち出した｢ニッチ分野に特化した展開｣が見られることであ

った。 

 

５－１ 中板橋商店街 （三富秀雄理事長：板橋区） 

＜特記事項＞  

① 店舗数 300、会員数 212 店、その差 90 店弱は夜開店の飲食店で準会員。昭和 10 年商工会発

足、人口増加地域で客足数、年間売上金額とも暫増｡ 

② 北側の石井川沿いの桜並木道は自然風致の好環境で「心の通うふれあいの街」の特性発揮（バ

ザールや催事に利用。） 

③ 空き店舗はなく、空き待ちの状態。 

④ 来年 3 月完成予定の会館はソーラーによる省エネやダイオキシン吸収壁を備えるとともに、

当商店街に大きなインパクトを与えようとしている。青年部が活性化に積極的に取組み、戦

略拠点としての機能が期待される。 

⑤ 三富理事長は旧川越街道から中山道に至る 1，6km に及ぶ４つの商店街を横断した新規提案

として、4 商店街の連携によるキャンペーン企画案を持ち、併せて共同の販売士資格奨励、

ＩＴ化構想を練っている。 

⑥ 販売士制度については前向きに評価。今後の資格／研修の必要性を認めて特に青年部等での

新しい力に必要と位置付けている。 

⑦ アーケードはないが、カラー舗装／段差なし道路が行き届いており、さすが介護／宅配を標
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榜する商店街を実践している。 

⑧ 当商店街は 7 つの通りに分かれ､各々物販、食品街、飲食街等に特徴づけられる。そのよう

な面的広がりに加え、桜並木等が回遊循環型商店街の形成に一役買っている。 

＜アピール・ポイント＞ 

① 高齢者ヘの配慮として「介護フェア」を整備したり、「宅配システム」を完成。前者は健康相談、

介護用品展示、車椅子体験等。後者は電話やＦＡＸによる受発注を行い、当日２回配送〈実費

３００円〉等に重点をおく。 

② 板橋区の中央を自認し、「へそ祭り」や「へそ繰り券」（ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ）を発行｡へそ繰り券は金融

機関へ預金でき、事務局運用資金にも準用するなど独自性あるＣＩに努めている。 

③ 周辺を人口増のベッドタウンに囲まれ、来年 3 月完成予定の会館は情報･物流･教育の拠点とな

り得るし、これを機に青年部の一層活躍が期待できる。 

 

５－２ 神楽坂商店街 （橋爪剋司理事長：新宿区）      

＜特記事項＞  

① 神楽坂周辺の５商店街（神楽坂通り、本多横丁、仲通り等）を引き込んで地域と密着した

多数のイベントの成功が区からの助成金を得て更にパワフルな展開となり、他の地域に顧

客を流出させない盛り上がりを見せている。（当商店街が地域のリーダー的存在になって

いる。）  

② 大江戸線開通もあり、鉄道 5 路線を抱いた飯田橋を中心に東京交通の要衝としての恵まれ

た環境を利して業績は年々向上、各施策に活気が溢れている。 

③ 広域にわたる地域カード発行をブルーチップと東京ＴＥＣで開発、1,700 万円の助成金を

得て、2001 年 9 月より 2002 年 2 月までテスト期間としている。当初は 100 軒位から始め、

その後一斉に展開していく目標を立てている。 

④ イベントの多さは群を抜いており、これには地域密着といった背景がある。恵まれた環境

に甘んじることなくそれを上回る組合員のやる気が商店街を話題の街にまで押上げた感が

強い。小さなイベントを除いても 5 月：青空市、7 月：阿波踊り大会（高円寺の連合会も

参加）、サマーフェスティバル(中元市)、11 月：防災ふれあい広場（今年で 6 回目の牛込

消防署協力）今年は 11 月 11 日とのこと。この発想は地域住民の安全を第一に考えたまさ

に地域密着型商店街といえる。12 月：歳末大売出し、23 日の抽選会、街灯のイルミネーシ

ョン化、3 月：ごみゼロ実験、他に時期を見て「飛び出せ街の美術館」を実施。このイベ

ントは 740 メートルの道路に紙を敷き、それにお客様が思い思いの絵を描くもの（今年４

回目）。各イベントは空き地の一角でなく、340 メートルあるメイン通りの店頭にワゴンを

押し出し、交通を遮断した大掛かりなもので地域の名物となっている。 

⑤ 飯田橋駅までの商店街（４５０店舗）と合同で高齢者向け「快適生活クラブ」と協賛し、

宅配，品割りを含む 5000 アイテムのバリアフリー対策を企画推進中。 

⑥ 人材教育は「日本創造教育研究所」と共同し、講習会を実施。婦人部活動は防災講習を開

催。販売士取得者がおり、今後理事会で資格取得の勧奨を検討。（理事長のスーパー店長は

一級販売士で街の主軸となり活躍中。） 

⑦ 空店舗は無く、後継者も現状では問題ない。 

⑧ 理事長は明るい理論家であり行動派。将来を見据えた見識とツボを押さえた説得力は新時 

  代のリーダーとして対区役所、公共団体交渉に長じ、助成金の捻出等地域の主導的役割を 
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  果たしている。 

＜アピール・ポイント＞ 

① 飯田橋周辺の集客環境に恵まれた中で、他商店街と連携したダイナミックな諸施策を推進

して、持ち味を発揮している。 

② 今後の商店街のあり方を踏まえ、飯田橋周辺の広範な生活圏を含む画期的な地域カードシ

ステムの実現を目指している。 

③ 販売士制度など教育研修についても認識、理解があり、何といっても「弾んだ街」のイメージ

が形成されている。 

 

５－３ 上野中通商店街 （吉原廣次理事長：台東区） 

＜特記事項＞  

① ＪＲ上野周辺の西側に沿ったアメヤ横丁と中央通りに挟まれた街区で参加 182 店舗(会員

120 店舗)は衣料物販中心に飲食サービス等厳しい中にも、昨年来より独自の魅力づくりの

成果を出してきている。 

② 昨年は高度化資金の導入で、アーケード・カラー舗装・街路灯設置等で近代イメージに一

変した。 

③ 芸大教授と共に考案した商店街入口モニュメント「上中（うえちゅん）」の略称や芸大生と

共作した不思議な絵の街路灯飾り、また｢芸術祭｣を企画。創作神輿の展示、サンバ演奏の

パフォーマンス、ポスターコンテスト等特徴を演出。 

④ イベントは年 4 回、3 月：上野山開花予想クイズ、7 月：動物祭り「絶滅動物救済、ゴリラ

チャリテイー」、8 月：芸大生神輿祭り、上野探検ウォークラリー｢文化、芸術、自然観察、

史跡巡り等｣ 

⑤ アメヤ横丁との共存を考えて業種的「棲み分け」を図り、回遊客吸引の回遊ルートを企画

中。 

⑥ カード事業は 1 商店街だけでなく面で捉える様、他商店街と企画し来年実施予定。 

⑦ 販売事業としては上野山との連携のほか、チラシを 90 万枚（グランドオープン時および松

坂屋との共同チラシを合算）など独自の持ち味ある存在感をＰＲ。 

⑧ メジャーな地域であるが、地域に密着した特性を活かし積極的に施策を推進中。 

⑨ 販売士資格保有者の把握はできていないが，連合会としては販売促進策として奨励策を検

討の意向。 

＜アピールポイント＞ 

① ＪＲ山手線に沿ったアメヤ横丁等隣接競合商店街と伍してハード・ソフトのイメージ刷新

を昨年より強力に実施するとともに、木村雄二専務を中心に 6 商店街が手をつなぐ作戦も

平行して実施。 

② 上野公園や芸大に近い立地を生かし、学園祭に合わせ芸術祭を開催。同時に商店街名称の

製作・商店街入口モニュメント等に産学共存のメリットを創出し、他地域との差別化を図

っている。 

③「花は上野」のポスターの共同製作など多彩な販促活動、四季折々の催事、キャンペーン等 

  でメジャーな地の利に甘えることなく、他に見られないアイデアとダイナミックな展開が 

  窺える。 

                                        以上                


